
市教育委員会では、平成２８年度か
ら小中学校の適正化（適正規模・適正
配置）の検討を始め、学識経験者、ＰＴ
Ａ、地区の代表等で組織する「南相馬市
公立学校適正化検討委員会」（以下、
「検討委員会」という。）を設置し、児童
生徒数の推移等の現状を共有し、学校適
正化に関するアンケート調査結果及び検
討委員会での意見を踏まえ「南相馬市公
立学校適正化計画（中間報告）」をとり
まとめ、市内小中学校の望ましい適正化
基準（１学級あたりの児童生徒数・１学
年あたりの学級数）を定めました。

南相馬市公立学校適正化計画（中間報告）－望ましい適正化基準について－【概要版】

〇計９回の検討委員会での協議
〇適正化アンケート調査
〇通学状況調査
〇小学校クラブ
〇中学校部活動調査
〇区域外就学状況調査

２ 学校規模の現状１ はじめに ３ これまでの検討経過

４ 学校適正化の基本的な考え方

５ 学級規模（１学級あたり児童生徒数）の検討

◆望まれている１学級の児童生徒数 ◆学級人数を決めるのに重要なこと（上位回答）
・学習指導がきめ細かい
・子どもに向き合う時間大
・コミュニケーション能力が身に付く

〇市内小中学校児童数

検討委員会の意見を踏まえ、平成29年5月に「南相馬市における学
校適正化の基本的な考え方」を定めた。
➊児童生徒の教育環境を最優先に考えた適正規模及び適正配置
➋保護者や地域住民の意見への配慮
➌小高区復興の促進

６ 学校規模（１学年あたり学級数）の検討

教育環境視点１ʷ１ 「教員が児童生徒に目が行き届き、きめ細かい教育ができる環境」
⇒小学校21～25人・中学校21～30人

教育環境視点１ʷ２ 「主体的に学び合う活動と集団学習ができる環境」
⇒小学校21～25人・中学校26～30人

教育環境視点１ʷ３ 「学級内でコミュニケーション能力の育成及び切磋琢磨できる環境」
⇒小学校21～25人・中学校26～30人

◆調査結果を踏まえた児童生徒の教育環境視点による学級人数の検討

◆学校規模を決めるのに重要なこと（上位回答）
・一人ひとりが活躍できる機会が多い ・学級同士が切磋琢磨できる環境が多い
・学習指導等がきめ細かくできること ・人間関係が固定化されないこと ・クラブ活動の充実

教育環境視点２ʷ１ 「学校行事等で児童生徒が一人ひとり活躍できる環境」
⇒小学校1～3学級・中学校2～4学級

教育環境視点２ʷ２ 「多様なものの見方や考え方をもつ児童生徒が出会える環境」
⇒小学校2学級以上・中学校2学級以上

教育環境視点２ʷ３ 「クラブ活動や部活動、学校行事等において多様な選択ができる環境」
⇒小学校2～3学級・中学校2～4学級

◆調査結果を踏まえた児童生徒の教育環境視点による学級数の検討

７ 望ましい適正化基準

人数

視点 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

教育環境視点　１－１

教育環境視点　１－２

教育環境視点　１－３

適正化基準

＜小学校＞望ましい学級人数

人数

視点 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

教育環境視点　１－１

教育環境視点　１－２

教育環境視点　１－３

適正化基準

＜中学校＞望ましい学級人数

学級数

視点 1 2 3 4 5 6

教育環境視点　２－１

教育環境視点　２－２

教育環境視点　２－３

適正化基準

＜小学校＞望ましい学級数

学級数

視点 1 2 3 4 5 6

教育環境視点　２－１

教育環境視点　２－２

教育環境視点　２－３

適正化基準

＜中学校＞望ましい学級数

小学校
望ましい適正化基準
〇１学級の児童数２１～２５人
〇１学年の学級数 ２～３学級

中学校
望ましい適正化基準
〇１学級の児童数２６～３０人
〇１学年の学級数 ２～４学級

８ 今後の進め方

南相馬市公立学校適正化計画（中間報告）
平成30年8月策定（予定）
南相馬市公立学校適正化計画

平成30年10月以降（予定）
〇〇地区懇談会

対象地区の合意形成

平成31年4月以降（予定）
〇〇地区再編計画

H30.7.10 小高区地域協議会説明資料（教育総務課）

平成30年5月 南相馬市教育委員会

アンケート調査結果より

◎今後、皆様のご意見等
を踏まえつつ、ＰＣ実施
及び地域協議会への報告
も必要に応じ取組むなど、
丁寧に進めて参ります。


